












　青森県、大阪府、和歌山県在住の計4,745 名の小児患者の母親・家族を対象に、小児救

急医療についてアンケート形式による調査を行った。その結果、休日夜間診療所や医師輪

番制の発達にもかかわらず、多くの母親が子供の救急医療について不安や不満を抱いてい

ることが明らかになった。それには地域による差も見られたが、共通したものも多く、各

地域共に小児救急医療のシステムの改善や、内容の充実に努める必要がうかがわれた。


